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文字入力画面について
メールや電話帳など、文字が入力で
きる状態になると、右のような文字
入力画面が表示されます。
 .この章は、ことわりがない限り、文字
入力画面での操作を説明しています。

入力できる文字の種類と入力モード
本機では、ひらがな、漢字、カタカナ（全角／半角）、英
数字（全角／半角）、記号、絵文字が入力できます。
入力する文字の種類は、入力モードを切り替えて選び
ます。

&

eで入力モード選択S%

文字入力の基本操作
文字入力にはダイヤルキーを利用します。1つのキー
には、キーに印字されている複数の文字が割り当てら
れており、押す回数によって表示される文字が変わり
ます。

■ あ うい
1 1 1

 .!を押すと、逆順に表示されます。

■ あ ぇぉ
1 ! !

 ■同じキーに割り当てられている文字を続けて入
力するとき

文字を入力したあと、Eを押すか、同じキーを長押し
します。

■ か かきか■
2 E 22

■ つ つちつ■
444 4（長押し） 44

文字入力に関する操作を確認する
BSヘルプS%

本機の文字入力の基礎知識文字入力について
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文字入力の基本を習得文字を入力する
ひらがなを入力する

「すずき」と入力する方法を例に説明
します。

1
333（す）
SES333（す）
S(（ず）S22（き）

2
%（確定）

 .ひらがなが入力（確定）されます。

漢字を入力する
「鈴木」を入力する方法を例に説明
します。

1
333（す）
SES333（す）
S(（ず）

 .ひらがなを1文字入力するたび
に、入力した文字で始まる変換
候補が表示されます（近似予測
変換）。
 .目的の変換候補（漢字）が表示さ
れないときは、続けてひらがな
を入力します。
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文字を入力する

2
GS変換候補（鈴木）選択

3
%

 .漢字が入力（確定）されます。
 .文字を確定すると、確定した文
字に続くと思われる文字の候補
が自動的に表示されます（連携
予測変換）。

変換を取り消す
入力中（確定前）に$

文字の区切りを変えて変換する
入力中（確定前）にB／A

変換方法を変更する
入力中（確定前）にA

 .押すたびに、「通常変換」と「予測変
換」が切り替わります。
予測変換のタイプを変更する 
（パーソナル予測モード）
入力中（変換前）に&（長押し）
 .スタンダード→硬い表現→軟らか
い表現→自動切替の順に切り替わ
ります。
 .入力モードによっては、利用できな
いことがあります。
学習した変換候補を削除する
ひらがな入力SGS削除する変
換候補選択S&（長押し）Sはい
S%
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カタカナを入力する
漢字（ひらがな）モードから全角カ
タカナモードに切り替えて、「ジュ
ン」と入力する方法を例に説明し
ます。

1
&SアイウS%

2
33S（シ）S(（ジ）
S88（ユ）S)（ュ）
S000（ン）S%

絵文字／デコ絵文字／記号を入力する
 .文字入力モードによっては、操作で
きないことがあります。
 .デコ絵文字は、Eメール本文入力時
にのみ利用できます。

1
(

 .絵文字／デコ絵文字／記号の入
力画面（履歴があるときは入力
履歴画面）が表示されます。

2
&（絵文字／デコ絵文字／ 
記号切替）SB／A（リスト 
切替）
 .絵文字／デコ絵文字／記号のリ
ストが表示されます。
 .メール本文入力時、絵文字入力
画面では、)を押すたびに、
Web絵文字と全絵文字が切り
替わります。

3
絵文字／デコ絵文字／記号 
選択S%

 .絵文字／デコ絵文字／記号の入
力を終了するときは、このあと
$を押します。
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文字を入力する

顔文字を入力する

1
BS顔文字S%

2
顔文字選択S%

顔文字の入力方法について
 .漢字（ひらがな）モードで、「かお」と
入力したり、「わーい」や「うーん」な
ど顔の表情を表す言葉を入力して
通常変換しても、顔文字を入力でき
ます。

便利な機能を使いこなす

 S文末で改行する
G

 S文の途中で改行する
#S（改行）S%

 S文字入力中にスペースを入れる
E

 S確定した文字列の途中にスペース
を入れる
#S■（スペース）S%

 S直前に確定した文字や消去した文
字を元に戻す
BS元に戻す／復元S%

 S区点コードで入力する
&S区点S%S区点コード入力

 S入力方式を切り替える
BS入力／変換設定S%S入力
方式S%Sかな／ポケベルS%

 S入力中の文字サイズを変更する
BS挿入／文字サイズS%S 
文字サイズS%Sサイズ選択
S%

 S入力中の文章に電話帳の情報を挿
入する
BS挿入／文字サイズS%S
電話帳引用S%S電話帳選択
S%S引用項目選択S%

 S入力中の文章にメモ帳の内容を挿
入する
BSメモ帳S%Sメモ帳読み出
しS%Sメモ帳選択S%

 S入力した内容をメモ帳に登録する
文字入力後にBSメモ帳S%S
メモ帳登録S%S開始文字選択
S%S終了文字選択S%
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カナ英数字変換を利用する
漢字（ひらがな）モードのまま、カ
タカナや英数字を入力します。
「PM」と入力する方法を例に説明
します。

1
76SA

2
変換候補（PM）選択S%

1文字変換を利用する
一度通常変換で入力した漢字は、は
じめの1文字を入力するだけで変換
できます。以前「すずき」を「鈴木」
に変換したことがあるときの入力
方法を例に説明します。

1
333（す）SG

2
変換候補（鈴木）選択S%

補正変換を利用する
キーを押す回数を誤って入力した
とき（「う」を「い」と入力など）、入
力し直さなくても、文字列から正
しい変換候補を予測して、表示す
ることができます。
 .3文字以上入力した状態で有効とな
ります。

1
ひらがな入力 
S変換候補選択前にH

 .補正変換の候補が表示されます。

2
変換候補選択S%

かしこく変換、スピーディに入力便利な変換／入力方法を利用する
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便利な変換／入力方法を利用する

ワイルドカード入力を利用する
漢字（ひらがな）モードや半角英数
字モードのとき、文字列の後半を
「N」（ワイルドカード）に置き換え
ることで、予測変換候補を絞り込
むことができます。
 .漢字（ひらがな）モードでの操作方
法を例に説明します。

1
ひらがな入力SESESE

2
GS変換候補選択S%

ワイルドカードの入力について
 .「N」の長さで単語の長さを指定し
ます。例えば「あかNN」と入力した
ときは、「あか」で始まるよみがな4
文字以上の単語が予測変換候補と
して表示されます。

メールアドレス／URLを簡単に入力する
「.co.jp」や「http://」などが簡単
に入力できます。

1
BS簡単アドレス入力S%

2
入力する文字選択S%

辞書を利用する
入力した文字（変換前）を辞書で検
索し、単語の意味や対応する英語
を調べながら入力することができ
ます。

1
ひらがな入力S&

 .辞書の候補が表示されます。
 .B／Aを押すと、ページを切り
替えられます。

2
単語など選択S%

 .単語などの意味が表示されます。
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3
%

 .単語が入力されます。

辞書を切り替える
1のあと&

 .押すたびに辞書が切り替わります。

便利な機能を使いこなす

 S入力履歴を消去する
BS入力／変換設定S%S入力
履歴リセットS%SはいS%

 S入力した文字列から変換候補を予
測するかどうかを設定する
BS入力／変換設定S%S近似
予測S%SOn／OffS%

 S入力した単語から次の変換候補を
予測するかどうかを設定する
BS入力／変換設定S%S連携
予測S%SOn／OffS%

 S確定した単語から次の変換候補に
絵文字を表示するかどうかを設定
する
BS入力／変換設定S%S絵文
字連携S%SOn／OffS%

 Sパーソナル予測モードをあらかじ
め設定する
BS入力／変換設定S%Sパー
ソナル予測切替S%S設定項目
選択S%

 Sメール作成時、文頭でよく使われ
る変換候補を表示するかどうかを
設定する
BS入力／変換設定S%S文頭
予測S%SOn／OffS%

 Sワイルドカード入力を利用するか
どうかを設定する
BS入力／変換設定S%Sワ
イルドカード入力S%SOn／
OffS%
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変換されない人名や短文などを登録しておけば便利よく使う単語などを登録する
ユーザー辞書に単語を登録する
ユーザー辞書に登録すると、変換
候補に表示されるようになります。

1
待受画面で%S設定S% 
Sf本体・メモリカード

2
ユーザー辞書S%

 .ユーザー辞書画面が表示され 
ます。

3
新規登録S%S単語入力
S%

4
読み入力S%

登録した単語を確認する

1
ユーザー辞書画面で 
登録単語リストS%

 .登録単語一覧画面が表示され 
ます。

便利な機能を使いこなす

 S登録した単語を修正する
登録単語一覧画面で、単語選択
S%S単語修正S%S読み修正
S%SはいS%

 S登録した単語を削除する
登録単語一覧画面で、単語選択
SBSはいS%
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文字を消去／修正する
「また、お願いします」を「また明日
お願いします」に修正する方法を例
に説明します。

1
消去する文字選択

2
$

 .カーソル上の1文字が消えます。

3
挿入位置選択S正しい文字 
入力

消去した文字を元に戻す
 .$で消去した文字を復元するとき
は、!を押します。
文字をすべて消去する
 .文末で$を長押しします。カーソ
ルから後ろの文字をすべて消去す
るときは、消去する最初の文字を選
び、$を長押しします。

文字を複写／移動する

1
BSコピー／カットS% 
S開始文字選択S%

 .複写するときは「コピー」を、移
動するときは「カット」を、選び
ます。
 .開始文字を指定し直すときは、
Aを押します。

2
終了文字選択S%

消去→追加で文字を修正、コピー／カット&ペーストで一気に変更入力内容を編集する
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入力内容を編集する

3
挿入位置選択S(（長押し）

 .挿入位置に入力されます。

便利な機能を使いこなす

 Sカーソルを末尾／先頭に移動する
BSカーソル操作S%S末尾へ
移動／先頭へ移動S%

 S過去にカット／コピーした文字を
複写する
挿入位置選択SBSペースト
S%S文字列選択S%

 .ペーストリストが表示されるとき
だけ、利用できます。
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